
令 和 ６ 年 ３ 月
群 馬 県 農 政 部

群馬県農畜産物ブランド化推進方針

～「また食べたい！また買いたい！」～

ぐんまブランド 価値ある「モノ」から 価値ある「コト」へ

「Ⅳ個別方針と取組内容」
令和６年度版



消費者から「食べる価値あり」「買う価値あり」と認知してもらえる農畜産物の生

産及び販売に、産地・生産者自らが意欲的に取り組む環境づくりを進めること

で、新たなブランド品種・品目及び産地の育成を推進します。

到達イメージ 県内の生産者が、自ら生産する農畜産物の強みを理解し、その強
みを活かす生産と販売に取り組むことで、消費者に価値が認知さ
れ、多くの品種・品目がブランドになり、ブランド力を高めます。

到達に向けた手段
に係る数値目標

群馬県産農畜産物を「買いた
い」「食べたい」と感じている
消費者の割合

令和2年度（基準年）：31.5%
↓

令和7年度（目標年）：33.6%

オリジナル品種の育
成

県がこれまで育成した多くの優良品種を活かし、消費者が価値
を認知できる品種開発を進めます。

技術開発・導入支
援・技術指導

一般品種も含め、品種の強みを最大に発揮する生産技術の開
発・導入支援、技術指導を行います。

強みを備えた安定生
産の推進

品目、品種ごとの強みについて、味、形、成分など農畜産物特
有の品質のバラツキをなくし、安定的な生産・販売を進める取
組を支援します。

消費者への情報発信
と、消費者・市場
ニーズの把握の推進

生産者が直接消費者等に働きかけを行う機会をつくり、生産者
による情報発信及び消費者・市場ニーズの把握を支援すること
で、消費者目線と「コト視点」に立った生産を推進します。

オリジナル品種の育成

強みを備えた安定生産
の推進

消費者への情報発信と、
消費者・市場ニーズの

把握の推進

技術開発・導入支援・
技術指導

品種育成からＰＲまで全行程で連携して生産者を支援

１ 新たなブランド品種・品目・産地の育成

• これまで県は、関係者と連携し、様々な工夫を凝らしたＰＲを実施しましたが、その
考え方は、生産者から見た「良いモノ」を売り方・見せ方で消費者に認知させるとい
う、いわゆる「モノ視点」での取組によるものでした。

• これからは、県は、消費者に「食べるコト」で価値を見いだしてもらう「コト視点」
でブランド化に向けた取組を促進し、この考え方に基づいて主体的に消費者へ働きか
ける産地・生産者を支援します。

県が行う具体的な取組県が行う具体的な取組
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Ⅳ 個別方針と取組内容
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オリジナル
品種の育成

技術開発･
導入支援・
技術指導

強みを備え
た安定生産
の推進

消費者への
情報発信

消費者・市
場ニーズの
把握の推進

農政課 ○ 〇 ○ 〇

農業構造政策課 ◎ ○

米麦畜産課 ◎ ◎ ◎

野菜花き課 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

蚕糸特産課 ◎ ◎ ◎

ぐんまブランド推進課 〇 ◎ ◎

農村整備課 ◎

農業事務所 ◎ ◎ ○ ○

試験研究機関 ◎ ◎ ○ 〇 ○

◎：主要な課・所、○関連する課・所

具体的な施策具体的な施策

【オリジナル品種の育成】

○育成者権の管理及び職員勤務発明の認定（野菜花き課）

育成者権など知的財産権の管理及び職員勤務発明の認定を行います。

○イチゴの品種育成（農業技術センター）

食味が優れ、早くから収穫でき、収量性が高い品種を育成します。

○ブドウの品種育成（農業技術センター）

群馬県の気候に適した皮ごと食べられる良食味のブドウを育成します。

○ナシの品種育成（農業技術センター）

直売向けの８月上中旬及び９月に収穫できるナシを育成します。

○ウメの品種育成（農業技術センター）

大玉で生理障害や病害が少なく、加工適性の高いウメを育成します。

○花きの品種育成（農業技術センター）

コギクの病害抵抗性品種を育成します。また、全国有数の産地である鉢物アジ

サイの、小輪、多花性など多様な品種を育成します。

○リンゴの品種育成（農業技術センター）

本県はリンゴ栽培面積の約40％を県育成品種が占めています。変化する消費者の

要望に対応して、多様で高品質な新品種を育成します。

農政部各課所の取組農政部各課所の取組

※ 次ページへ続く



【オリジナル品種の育成】

○ブルーベリーの新品種育成（農業技術センター）

市場で求められる早い時期に収穫できる品種や、観光客が多い８月が収穫期にな

る品種を育成します。

○コンニャク品種育成試験（農業技術センター）

病気に強く、高品質で多収性のこんにゃくいもを育成します。

○オリジナル蚕品種の性状維持・改良（蚕糸技術センター）

繭糸の太さや色に特徴のある群馬オリジナル蚕品種を育成します。

○マス類新品種等の開発（水産試験場）

飼料の改良や新たな技術の導入により、新たなブランド魚の開発に取り組みます。

○繁殖基礎牛群のゲノミック評価及び育種価を用いた選抜・改良（畜産試験場）

脂肪交雑や枝肉重量及び食味性に優れた黒毛和種の選抜・改良を

推進します。

【技術開発・導入支援・技術指導】

○制度資金や補助事業による支援と産地振興（農業構造政策課、米麦畜産課、野菜

花き課、蚕糸特産課、農業事務所）

新品種等の導入に取り組み、経営規模の拡大、所得向上を図るために必要な機械

や施設の整備を支援します。また、産地強化を図るため、先端技術に係る技術指

導及び導入の支援等を行います。

○有機農業の推進（農政課、農業事務所）

有機JAS認証取得のための生産者研修や指導員養成研修を実施します。

○遺伝子組換えカイコの実用生産に関する研究（蚕糸技術センター）

農家による遺伝子組換えカイコの安定した繭生産を図るため、品種の維持改良、

飼育技術や低コスト人工飼料の開発を行います。

○ハコスチの普及推進と生産量増大（蚕糸特産課、水産試験場）

県育成遊漁用ニジマス「ハコスチ」の普及と生産拡大を図ります。

○マス類の成熟による生産ロス軽減試験（水産試験場）

ギンヒカリの早期成熟対策技術や成熟により肉質が低下したマス類を有効に活用

する技術を開発します。

○マス類の高付加価値化研究（水産試験場）

うまみ成分を増加させたり、成長を促進させる飼育技術を開発し、県産マス類の

高付加価値化を図ります。

具体的な施策具体的な施策

※ 前ページから続く
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具体的な施策具体的な施策

※ 前ページから続く【強みを備えた安定生産の推進】

○新規導入品目による産地化支援（米麦畜産課、野菜花き課、蚕糸特産課、農業事務

所）

技術的、経営的な評価で、地域に適した新規導入品目により、新たな産地化を支

援します。

○産地の担い手確保と生産技術力の向上（米麦畜産課、野菜花き課、蚕糸特産課、農

業事務所）

産地を支える担い手を確保するとともに、農畜産物の生産性や品質向上に向けて､

技術指導、経営指導に取り組みます。

○りんご県育成品種の生産振興（蚕糸特産課、農業技術センター）

濃厚な食味と食感の優れたりんご新品種「紅鶴」の生産拡大とＰＲを行います。

○ハコスチの普及推進と生産量増大（蚕糸特産課、水産試験場）〔再掲〕

県育成遊漁用ニジマス「ハコスチ」の普及と生産拡大を図ります。

○Ｇ-アナライズ＆ＰＲチームの取組（ぐんまブランド推進課）

分析により農畜産物の強みや特徴を把握し、「強み」となる成分の含有量を左右

する要因を解明して生産現場へフィードバックすることで、品質の高位安定化を

目指します。

○乳牛及び和牛共進会出品対策（米麦畜産課、農業事務所）

令和５年に千葉県で開催される関東地区のホルスタイン共進会及び令和９年に

北海道で開催される全国和牛能力共進会での上位入賞に向け、出品対策に取り組

みます。

○黒毛和種高能力受精卵の生産と供給（米麦畜産課、畜産試験場）

高能力繁殖雌牛の受精卵を和牛改良組合に供給し、黒毛和種の改良を加速化し

ます。

○上州地鶏の振興（米麦畜産課、畜産試験場）

県内唯一の地鶏である「上州地鶏」の生産及び消費拡大対策を行います。

○豊かな水の活用と生産基盤の整備により産地作りを支援（農村整備課、農業事務

所）

農業水利施設の計画的な保全管理による農業用水の安定供給、畑地かんがい用水

の導入及び田畑の大区画化等の生産基盤整備を進め、良質で安定した収穫が可能

な農作物の産地形成を支援します。

○遺伝子組換えカイコの実用生産に関する研究（蚕糸技術センター）〔再掲〕

農家による遺伝子組換えカイコの安定した繭生産を図るため、品種の維持改良、

飼育技術や低コスト人工飼料の開発を行います。

※ 次ページへ続く



【消費者・市場ニーズ等の把握の推進】

○マーケティングへの取組（ぐんまブランド推進課）

市場調査等により、ターゲット層や最適な販売方法を明らかにし、品質・個性・

こだわり・生産にまつわるストーリー等を確実な「価値」として的確に訴求し、

「売れる仕組み」を構築します。

○有機農産物の消費実態調査（農政課）

群馬県及び東京都で有機農産物実態調査を実施し、現状及び将来見込みを正確に

把握することで、消費者ニーズに応じた生産に繋げます。

【消費者への情報発信】

○有機農産物の消費者理解促進（農政課）

量販店等での有機農産物コーナーの拡充を図るとともに、次代を担う児童や保護

者に対して、有機農産物の理解を促進するため、学校給食への有機農産物利用を推

進します。

○りんご県育成品種の生産振興（蚕糸特産課、農業技術センター）〔再掲〕

濃厚な食味と食感の優れたりんご新品種「紅鶴」の生産拡大とＰＲを行います。

○Ｇ-アナライズ＆ＰＲチームの取組（ぐんまブランド推進課）

分析により農畜産物の強みや特徴を把握し、強みや特徴を消費者にわかりやすく

伝えることで、効果的な販売戦略に繋げます。

○上州地鶏の振興（米麦畜産課、畜産試験場）〔再掲〕

県内唯一の地鶏である「上州地鶏」の生産及び消費拡大対策を行います。

具体的な施策具体的な施策
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【強みを備えた安定生産の推進】

○養蚕農家等への技術支援（蚕糸技術センター）

高品質の繭を安定生産するための飼育技術開発や、養蚕農家への技術指導を行い

ます。

○マス類の高付加価値化研究（水産試験場）〔再掲〕

うまみ成分を増加させたり、成長を促進させる飼育技術を開発し、県産マス類の

高付加価値化を図ります。

※ 前ページから続く





２ 情報発信力の強化

農畜産物の価値を明確にし、消費者にわかりやすく適切に伝えるとともに、

消費者が農畜産物を「コト」として消費できる場を提供します。

多彩なメディアの活用や関係機関や民間企業と連携した産地ＰＲ、通信販売

の推進等により、多彩な農畜産物のある群馬県のイメージを向上させます。

到達イメージ 消費者の購入意欲を喚起するため、様々な農畜産物を話題化して、
メディアやインターネットに露出する回数が目標になります。

到達に向けた手段に
係る数値目標

ＰＲ動画の年間総視聴回数 令和２年度（基準年）：15,097回※

↓
令和7年度（目標年）：30,000回

• エピソードベースのＰＲに留まらず、Ｇ-アナライズ＆PRチーム（※１）の取組等により
エビデンスを付与することで、消費者への訴求力を高めます。

• イベントの開催やオンラインミーティングシステムの活用、観光等他分野との連携に
より、体験を通じ、消費者の共感を得て記憶に残るような働きかけを行います。

• パブリシティ（※２）や各種メディアを活用し、積極的な情報発信を行うとともに、
「ぐんまちゃん」や 「GUNMA QUALITY」などのロゴマークを組合せ、 誰からも
「 群馬県産 」 と認識してもらえるようにします 。

パブリシティ

イベント

ネット動画配信

１つの情報を
様々な媒体で
発信することで、
消費者の
情報接触機会を
増加させます

※１ Ｇ-アナライズ＆ＰＲチームとは、群馬県産農畜産物の「健康」や「おいしさ」に関与する成分を分析し、その強みを効果
的な販売戦略や生産性の向上につなげることを目的とした、知事直轄のプロジェクトチーム。県農政部を中心に試験研
究、販売促進、生産振興などに関わる職員により構成される

※２ パブリシティとは、マスメディアに様々な情報を提供し、ニュースとして報道されることで多くの人に情報伝達されるよう
働きかける広報手法をいう

・生産のエピソード
・機能性
・含まれる成分
・食べ頃
・利用場面
・購入できる場所 etc・・・

県が行う具体的な取組県が行う具体的な取組
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Ｇ-アナライズ＆ＰＲ 県産農畜産物のおいしさや健康に関与する成分を分析して強み
を明確にし、プロモーションを一体的に行います。

イベントの開催やオ
ンラインミーティン
グ等体験の場の創出
によるＰＲ

企業と連携し、料理教室、期間限定メニュー、広告宣伝など
様々なイベント等の実施により、消費者が農畜産物を「コト」
と捉え、印象に残る取組を行うことで県産農畜産物の活用とＰ
Ｒを行います。

話題づくりと消費者
を意識したパブリシ
ティ

農畜産物、産地や生産者など様々な話題を、テレビ 、新聞な
どに積極的に提供し、取り上げてもらうことで、県産農畜産物
の認知度向上を図ります。

情報配信によるＰＲ ホームページ、ＳＮＳの他、県庁動画スタジオを活用し、県が
伝えたい情報をそのまま、県が主体的に情報発信します。

情報

※令和2年度実績値



Ｇ-アナライズ
＆ＰＲ

イベントやオンライ
ンミーティング等体
験の場の創出によ
るＰＲ

話題づくりと
消費者を意識し
たパブリシティ

情報配信に
よるＰＲ

農政課 ○ ○ ○

農業構造政策課 ○ ○ ○

米麦畜産課 ○ ◎ ○ ◎

野菜花き課 ○ ◎ ○ ◎

蚕糸特産課 ○ ◎ ○ ◎

ぐんまブランド推進課 ◎ ◎ ◎ ◎

農村整備課

農業事務所 ○ 〇 〇

試験研究機関 ○ 〇 〇

◎：主要な課・所、○関連する課・所

具体的な施策具体的な施策

農政部各課所の取組農政部各課所の取組

【Ｇ-アナライズ＆ＰＲ】

○Ｇ-アナライズ＆ＰＲチームの取組（ぐんまブランド推進課）〔再掲〕

分析により農畜産物の強みや特徴を把握し、強みや特徴を消費者にわかりやすく

伝えることで、効果的な販売戦略につなげます。

○マーケティングへの取組（ぐんまブランド推進課）〔再掲〕

市場調査等により、ターゲット層や最適な販売方法を明らかにし、品質、個性、

こだわり、生産にまつわるストーリー等を確実な「価値」として的確に訴求し、

「売れる仕組み」を構築します。

【イベント等体験の場の創出によるＰＲ】

○首都圏等における販売促進活動（米麦畜産課、野菜花き課、蚕糸特産課）

首都圏等の卸売市場や量販店等において、生産品目及び品種の紹介や、動画活用

等ニューノーマルに対応した県産農産物のＰＲを実施し、販売・消費拡大と

イメージアップを図ります。

○若・中年層を対象とした花きの消費拡大（野菜花き課）

統計上、花き消費の少ない20～50歳代の消費者を対象としたフラワーアレンジメ

ント教室を開催し、新たな飾花スタイルの提案による需要喚起を図ります。

※ 次ページへ続く
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具体的な施策具体的な施策

【話題づくりと消費者を意識したパブリシティ】

○東京事務所と連携した産地プロモーション（ぐんまブランド推進課）

東京事務所と連携したパブリシティ活動で、県内産地や県産農畜産物の露出機会

を増やし認知度を高めます。

【イベント等体験の場の創出によるＰＲ】

○農畜産物のイメージ向上・ＰＲ（ぐんまブランド推進課）

首都圏における料理教室の開催や産直ＥＣサイトの活用、消費者と生産者が繋が

る場を創出し、県産農畜産物の価値を伝え、理解促進を図り、付加価値の向上と

需要拡大につなげます。

○グリーン・ツーリズム、農泊推進（農政課）

風土、歴史、農業体験等の地域資源を生かしたグリーン・ツーリズムや農泊の推

進により、本県農業・農村の魅力発信や価値感の向上につなげます。

○有機農業体験ツアーによる群馬県産有機農産物の認知度向上（農政課）

東京都内等消費者を群馬県に招き、有機農業体験や有機農業者と意見交換する

ことで、群馬県産有機農産物の認知度向上を図ります。

※ 前ページから続く

【情報配信によるＰＲ】

○産地情報の発信（ぐんまブランド推進課、米麦畜産課、野菜花き課、蚕糸特産課、

農業事務所）

ホームページ（ぐんまアグリネット）、ＳＮＳ（GUNMA QUALITY）、動画配信な

どで産地、生産者、農畜産物、料理方法など様々な情報を発信します。

○「野菜王国・ぐんま」総合対策（野菜花き課）

野菜重点8品目、地域推進品目、加工・業務用野菜の販売促進活動や消費拡大、

イメージアップ活動、品質向上対策を支援します。

○持続的なこんにゃく生産を支える総合対策（消費拡大支援）（蚕糸特産課）

こんにゃく製品の需要拡大のため、製造事業者等が行う消費宣伝や品質向上対策

や販路拡大の取組を支援します。

○ぐんまの果樹新時代対応推進事業（蚕糸特産課）

果実の消費拡大や販売対策、産地育成対策に係る費用を補助します。

○県産食肉の生産ＰＲ支援（米麦畜産課）

家畜の生産環境や枝肉の品評会など、県産食肉の品質の高さと食肉が食卓に並ぶ

までを、生産者の思いと併せて動画で配信します。
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輸出額増 ・ 輸出取組拡大

特長を活かした
販売促進

需要に応じた
生産技術開発・普及

海外需要の
把握

輸出に取り組む生産者・事業者の支援・育成

海外需要の把握に努め、各国の要望・輸入条件等に合わせた生産・産地育成を
推進し、輸出品目・量の拡大を図ります。

海外需要の把握・流通
関係者との関係構築

マーケットインに基づく生産から販売までの長期的な視野に立った
戦略を策定するとともに、商談会や現地ＰＲ販売を通じ、国内外バ
イヤーや流通関係者等との関係構築を図ります。

海外需要に対応した生
産・技術開発・普及

輸出先国の需要・基準に応じた生産品目の振興及び植物検疫等に応
じた生産指導を行います。

輸出に取り組む生産者
等の支援

生産者・産地に対し、制度資金や補助事業を活用した支援を行うと
ともに、ＧＡＰ(※)認証等の取得を指導し、販売競争力向上を図りま
す。

海外における知的財産
権保護

海外における商標登録等の推進・指導を行い、知的財産権の保護に
より安心して輸出に取り組める体制を整備します。

到達イメージ 輸出に取り組む生産者・事業者を支援・育成し、輸出取引拡大によ
り、産地の活性化及び国内需要の減少を見据えた安定的な販売体制
を確立します。

到達に向けた手段
に係る数値目標

青果物輸出金額 Ｒ元年：116百万円→Ｒ７年：200百万円

輸出に取り組む産地・事業者数 Ｒ元年：13→Ｒ７年：26

• 農畜産物の輸出により、海外での販路拡大による経済的なメリットはもとより、国内
においても、海外での評価や話題性がブランド力強化につながることが期待されます。

• オンラインを含む海外バイヤー商談会の開催や国際食品見本市への出展、越境ＥＣサ
イトの活用推進等により、商談機会の創出及び海外需要の把握に努め、「売れる品
目」を選定し、生産を振興します。

• Ｇ-アナライズ＆ＰＲチームによる分析データ等を活用した販売促進活動により、県産
農畜産物等の海外におけるブランド化の推進を図ります。

• 重点国・地域等のニーズ把握や県内産地・他産地の実態調査を行い、マーケットイン
に基づく生産から販売までの一貫した攻めの戦略を策定し、輸出拡大に向けた取組を
推進します。

３ 輸出促進

・産地の活性化
・多様な販売網の確立

※Good Agricultural Practice＝農業生産工程管理
農業生産活動を行う上で必要な関係法令等の内容に則して定められる点検項目に沿って、農業生産活動の

各工程の正確な実施、記録、点検及び評価を行うことによる持続的な改善活動

県が行う具体的な取組県が行う具体的な取組



【海外需要の把握、流通関係者との関係構築】

○県産農畜産物等輸出促進（ぐんまブランド推進課）

バイヤー商談会、現地ＰＲ販売等により、県産農畜産物等の海外認知度向上に努

め、継続取引と販路拡大を図ります。

○群馬県農畜産物等輸出促進戦略の策定（農政課、農業構造政策課、米麦畜産課、

野菜花き課、蚕糸特産課、ぐんまブランド推進課、農村整備課、農業事務所）

重点国・地域等のニーズ把握や県内産地・他産地の実態調査を行い、マーケッ

トインに基づく、長期的な視野に立った攻めの戦略を策定します。
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海外需要の把握
流通関係者との
関係構築

海外需要に
対応した

生産技術開発と普及

輸出に取り組む
生産者等の
支援

海外における
知的財産権保護

農政課 ○

農業構造政策課 ○ ○

米麦畜産課 ○ ◎ ◎ ○

野菜花き課 ○ ◎ ◎ ◎

蚕糸特産課 ○ ◎ ◎ ○

ぐんまブランド推進課 ◎ ◎ ◎ ◎

農村整備課 ○ ○

農業事務所 ○ ◎ ◎

試験研究機関 ○ ◎ ○

◎：主要な課・所、○関連する課・所

具体的な施策具体的な施策

農政部各課所の取組農政部各課所の取組
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【海外における知的財産権保護】

○県育成品種の海外流出防止（野菜花き課）

県育成品種は、種苗の海外持ち出しを制限する届出を品種登録時に行うことで、

海外への流出を防止します。また、必要に応じて輸出国での品種登録を検討しま

す。

○県産農畜産物等輸出促進（ぐんまブランド推進課）

海外における県産農畜産物等の商標登録等を行うとともに、生産者等に対して

登録推進・指導を行います。

【輸出に取り組む生産者等の支援】

○制度資金や補助事業を活用した支援（農業構造政策課、米麦畜産課、野菜花き課、

蚕糸特産課、農業事務所）

輸出の促進に取り組み、経営規模の拡大、所得向上を図るために必要な機械や

施設の整備を支援します。

○県産農畜産物等輸出促進（ぐんまブランド推進課）

海外における県産農畜産物等の商標登録等を行うとともに、生産者等に対して

登録推進・指導を行います。

具体的な施策具体的な施策

【海外需要に対応した生産技術開発と普及】

○輸出に係る生産園地・選果こん包施設登録・認証（米麦畜産課、野菜花き課、蚕

糸特産課、農業事務所）

輸出を希望する産地において、輸出先国の規制に応じた生産園地、選果こん包施

設登録、施設認証に関する検査を実施します。また、当該施設についてＧＡＰ認

証取得の推進・指導を行います。

○海外需要や輸入条件に応じた生産技術指導（米麦畜産課、野菜花き課、蚕糸特産

課、ぐんまブランド推進課、農業事務所、試験研究機関）

輸出先国・地域の輸入規制や検疫条件に対応するための輸入規制対応マニュアル

を作成し、あわせて生産技術や衛生管理指導を行います。
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農産物直売所

加工品開発

農家レストラン など

観 光 農 園

生産（１次産業）

×加工（2次産業）

×流通・販売（３次産業）

生産者自らが、生産から加工・販売まで一貫して行う取組である「６次産業化」等を支援

所得向上

雇用創出

相談窓口の設置、商品
開発・販路開拓の支援

６次産業化等に関する相談窓口の設置や新たな農産加工技術
の開発により生産者による商品開発を支援するとともに、交
流会等の開催により、事業者間の連携や販路開拓を支援しま
す。

人材の掘り起こし、
担い手、経営体の育
成・活動支援

６次産業化等に取り組もうとする意欲のある事業者の掘り起
こしを行うとともに、研修会等の開催により、事業化に必要
な知識や技術の習得を支援します。

６次産業化等による農
産物の高付加価値化、
地域活性化

多様な地域資源を生かし、商品の開発や観光との連携を図る
ことで、地域の活性化を図ります。

到達イメージ ６次産業化等に取り組む事業者を掘り起こし、生産者による商品開
発や販路拡大などの支援により、生産者の所得向上や雇用創出を通
じて、農村地域を活性化させます。

到達に向けた手段
に係る数値目標

農業生産関連事業
年間総販売金額（百万円）
※農林水産業「６次産業化総合調査」

令和元年度（基準年）：66,465
↓

令和7年度（目標年）：70,554

４ 農山漁村発イノベーション（６次産業化等）推進

• １次産業の担い手である生産者が、加工（２次産業）や販売（３次産業）まで一体的
に展開する取組が６次産業化です。６次産業化は、農畜産物等に新たな付加価値を与
え、所得の向上や地域の雇用創出につながる取組として期待されています。

• 生産者が６次産業化に取り組む際には、経営や衛生･品質管理等の幅広い知識の習得
や、魅力的な商品の開発、販路の開拓などの課題があるほか、さらなる地域活性化を
図るには、６次産業化を発展させ、農山漁村の多様な地域資源を活用し、多様な主体
の参画によって新事業や付加価値を創出していくイノベーションを促す必要がありま
す。

• こうした課題を解決するため、群馬県農山漁村発イノベーションサポートセンターに
よる指導･助言、知識や技術の習得を目的とした研修会の実施、同業種･異業種間の交
流機会の創出、新たな加工技術の開発･普及、農業制度資金の活用支援などの多彩な
支援を行い、６次産業化等に向けた取組を促進します。

生産者が、自ら農畜産物の魅力を高め伝える取組を促進します。

＝6次産業化

地域活性化

県が行う具体的な取組県が行う具体的な取組

＋農山漁村発イノベーション
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相談窓口の開設
商品開発･販路開拓

の支援

人材の掘り起こし、
担い手、経営体の
育成・活動支援

６次産業化等による
農産物の高付加価値化

地域活性化

農政課

農業構造政策課 ◎ ◎

米麦畜産課

野菜花き課

蚕糸特産課

ぐんまブランド推進課 ◎ ◎ ◎

農村整備課 ○

農業事務所 〇 ○ ○

試験研究機関 ○

○農山漁村発イノベーション（６次産業化等）推進（ぐんまブランド推進課、農業事務

所）

農山漁村発イノベーションサポートセンターを設置し、６次産業化等に取り組む

全ての事業者等を対象に商品開発や販路開拓を支援します。

また、新たに６次産業化等に取り組む事業者の掘り起こしと人材育成に努めます。

さらに、生産者団体、商工団体、行政機関等の関係機関で構成する農山漁村発イノ

ベーション推進連絡会議を設置し、各機関の情報共有と連携を図りながら、効率的・

効果的に事業者の取組を支援します。

○制度資金や補助事業を活用した支援（農業構造政策課、農業事務所）

６次産業化に取り組み、経営規模の拡大、所得向上を図るために必要な機械や施設

の整備を支援します。

○農村起業組織の活動支援（農業構造政策課、農業事務所）

６次産業化に取り組む農村起業の広域的組織に対して、研修会や情報交流会の

開催を支援します。

◎：主要な課・所、○関連する課・所

具体的な施策具体的な施策

農政部各課所の取組農政部各課所の取組
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生産者の地産地消活動
支援

農産物直売所や学校給食との連携など、各地域の生産者の取
組状況に応じた支援を行います。

生産者と消費者の顔の
見える関係づくり

旅館・ホテルに加え、６次産業化とも連動して生産者と食品
製造事業者とのマッチングを図ることで、県産農畜産物の地
域内の消費拡大を図ります。

県産農畜産物に親しむ
環境づくり

地産地消推進店（小売店）に県産農畜産物統一ロゴマークの
常時掲示を促し、消費者が県産であるとの認識を持ちやすく
することで、愛着を醸成します。

到達イメージ 県内至る所で県産農畜産物を購入することができ、県民が県産農
畜産物に愛着を持ち、県産農畜産物の良さを誇ることができるよ
うになることが到達目標です。

到達に向けた手段
に係る数値目標

ぐんま地産地消優良登録店舗数 令和元年度（基準年）：69
↓

令和7年度（目標年）：100

県民に地産地消の取組を促し、農業・農村への理解促進と県産農畜産物への愛
着醸成を図ることで、県産農畜産物に対する価値感を高めるとともに、域内流
通を活性化させます。

• これまでの取組により、小売店や学校給食では地産地消の取組が定着しています。ま
た、県内の多くの旅館、ホテルや飲食店にも、地産地消に取り組んでいただき、県民
及び来県者が容易に県産農畜産物を味わえるようになっています。

• コロナ禍により、長いサプライチェーンの脆弱性や、食・生産資材・労働力等あらゆ
る財の外部依存のリスクが明確になりました。今後は、消費者や流通事業者の、より
一層の参加を促し、地産地消の取組を強化することで、県産農畜産物に対する価値感
を高めるとともに、域内流通を活性化させます。また、施設や企業の給食事業者、食
品製造事業者の参加を促し、地産地消の取組への県民参加の機会を増やします。

５ 地産地消推進

生産者の地産地消活動支援 県産農畜産物に親しむ環境づくり

生産者と消費者の顔の見える関係づくり・域内流通活性化

生産者

○農産物直売所
○学校給食
○飲食店・小売店
○旅館・ホテル
○食品製造事業者

県が行う具体的な取組県が行う具体的な取組

消費者
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生産者の
地産地消活動

支援

生産者と消費者の
顔の見える
関係づくり

県産農畜産物に
親しむ
環境づくり

農政課

農業構造政策課 ○ ◎ ○

米麦畜産課 ○ ◎ ○

野菜花き課 ○ ◎ ○

蚕糸特産課 ○ ◎ ○

ぐんまブランド推進課 ◎ ◎

農村整備課

農業事務所 ◎ ○ 〇

試験研究機関 〇

○地産地消サポート（ぐんまブランド推進課、農業事務所）

地産地消に積極的な飲食店、旅館、ホテル、小売店などを「ぐんま地産地消推進

店」、「ぐんま地産地消優良店」に認定し、これらの店舗の取組を支援します。

○地産地消スタンプラリー（ぐんまブランド推進課）

「ぐんま地産地消推進店」及び「ぐんま地産地消優良店」を巡るデジタルスタ

ンプラリーを開催し、県産農畜産物の消費を促します。

○農業者組織等による地産地消活動支援（農業構造政策課、農業事務所）

農業者で組織する「生活研究グループ」や「若手農業者ネットワーク」による地

産地消活動を支援します。

○県産花き購入先情報の一元化（野菜花き課）

県産花きを購入できる県内生花店及び直売所、直売に取り組む生産農家等の情報

を一元化して県ホームページに掲載し、地産地消を促進するとともに、県産花き

の認知度向上を図ります。

◎：主要な課・所、○関連する課・所

具体的な施策具体的な施策

農政部各課所の取組農政部各課所の取組


